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Start No. Start No.

× 1 × 1

× 2 × 2

19 3 10 3

× 5 × 4

4 6 × 5

7 × 6

8 × 7

× 9 × 8

× 10 7 9

× 11 11 10

× 12 6 11

× 14 × 12

× 19 18 13

× 20 × 14

14 22 × 15

× 23 × 16

Country Min Action Country Min Action
JPN 21 FG IND 62 PC
IND 31 FG JPN 63 FG
IND 38 PC

43% 57%
6 12
1 3

記載責任者：高橋　章

シュート数
PC数

SANDEEP Singh 1-2

日本
ボール保有率

UMPIRE LIM Hong Zhen(SIN)

Raj PAL Singh 1-1 坂  本   博  紀 2-3
坂  本   博  紀 1-0 SANDEEP Singh 1-3

Coach Siegfried Aikman Coach BRASA SANJURJO Jose Manuel

Name Score Name Score

UMPIRE KIM Hong Lae(KOR)

高  瀬   克  也(GK) KHANDKER Tushar

坂  本   博  紀 VIKRAM VISHNU Pillay

小  野   知  則 Raj PAL Singh（C）

長  澤   克  好 SINGH Shivendra

川  上   啓 GURBAJ Singh

北  里   謙  治 RAVI Pal

坪  内   一  浩(CAP) SINGH Sarvanjit

穴  井   善  博 SINGH Dharamvir

山  堀   貴  彦 SARDAR Singh

畠 山　学 MAHADIK Dhananjay

長  岡   俊  輔 TIRKEY Prabodh

三  谷   元  騎 ARJUN Halapa

塩  川   直  人 SANDEEP Singh

粥  川   幸  司 DANISH Mujtaba

三  澤   孝  康 BHARAT 57'G

小  澤   和  幸 CHETRI Bharat Komar(GK)

Name Card Name Card

JAPAN Half Time - INDIA

日本 Full Time - インド

第16回アジア競技大会 2010

大  会  名 16th Asian Games 2010 Guangzhou 日　　付 2010年11月21日 17:30~

2勝2敗

天      候 曇り

Country RESULT Country

場　　所 Aoti Hockey Field

試 合 数 予選リーグ第4戦 通 算 結 果

（前半）

予選リーグ最終戦はインドとの試合。セミファイナル進出は非常に難しい状況ではあるが、最後まで諦めずに戦わなければな

らない。

両チームとも立ち上がりはハーフラインプレスをメインにし、相手のミスを待つ時間帯が続く。そんな中、アクシデントが日本を

襲う。エースストラーカーのNo.9山堀がゴール前でGKと接触。顔面をスティックで叩かれ、試合続行不可能となってしまう。

キープレーヤーを１人欠く中、日本が最初のチャンスを掴む。自陣での早いリスタートから、No.23小野が右から持ち込みセン

タリング。これをNo.21坂本が上手く合わせ、待望の先制点を得る。ここから試合のペースが一気に上がり、同点を狙うインドが

猛攻を仕掛ける。なんとかリードして前半を折り返したい日本であったが31分、ライトサイドを崩されてセンタリングを入れられる

と、サークル内で短くつながれ最後はNo.15Raj PAL Singhがフリーでボールを受けてシュート。No.20GK高瀬がシュートブロッ

クにいくが上手く外されて、同点ゴールを許してしまう。前半はこのまま1-1で折り返す。

（後半）

後半開始早々の38分、この日初めてのPCを与えてしまうと、今大会ここまで8得点を挙げ得点王のNo.4 SANDEEP Singhにド

ラッグフリックから逆転ゴールを許してしまう。62分にはまたしてもSANNDEEP Singhがゴールを決めて1-3と点差を広げられて

しまう。決定的な3点目を許してしまい、緊張の糸が切れてしまうかに思われたが、今日の日本は最後までゴールを目指して

勇敢に戦う。直後の63分には相手陣内でミスを誘い、No.12坪内からNo.6三谷へ素早く繋ぐと、三谷がサークル内へ打ち込む。

インドDFがれレシーブミスしたボールが坂本の目の前にこぼれ、これを豪快に決めて1点差に追い上げる。その後も日本がリ

スクを冒しながらアグレッシブに攻め続けるがなかなかゴールを割ることができない。逆に68分にPCを奪われてしまうが、今後


